
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可 第

十
八
条
の
十
五
の
十
一

第
二
項
第
九
号

所
得
税
の
額

所
得
税
の
額
及
び
当
該
所
得

税
の
額
に
係
る
復
興
特
別
所

得
税
の
額
の
合
計
額

平成年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
八
条
第
三
項
第
四
号
中
「
第
九
十
五
条
及
び
」
を
「
第
九
十
五
条
並
び
に
」
に
、「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
第

一
項
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
四
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定

平
成
二
十
七
年
七
月
一
日

二

第
八
条
第
三
項
第
四
号
の
改
正
規
定

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日

三

第
八
条
第
一
項
の
表
の
改
正
規
定
（
同
表
所
得
税
法
施
行
規
則
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）
平
成
二
十
八
年
一

月
一
日
又
は
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五

年
法
律
第
二
十
七
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日

〇
財
務
省
令
第
三
十
五
号

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
国
税
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）

第
三
十
四
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
三
条
の
三
第
二
項
及
び
第
六
十
三
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
の
復

帰
に
伴
う
国
税
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
国
税
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
国
税
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
大
蔵
省
令
第
四
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
三
の
見
出
し
中
「
特
定
駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
」
を
「
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
特
定

駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
」
を
「
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
、「
同
項
の
土
地
の
買
取
り
の
協
議
」
を
「
同
項
に
規
定
す
る

買
取
協
議
」
に
、「
当
該
土
地
」
を
「
当
該
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
三
の
見
出
し
中
「
特
定
駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
」
を
「
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
特

定
駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
」
を
「
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
、「
同
項
の
土
地
の
買
取
り
の
協
議
」
を
「
同
項
に
規
定
す

る
買
取
協
議
」
に
、「
当
該
土
地
」
を
「
当
該
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
四
の
見
出
し
中
「
特
定
駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
」
を
「
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
改
め
、
同
条
中
「
特

定
駐
留
軍
用
地
内
の
土
地
」
を
「
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
、「
同
項
の
土
地
の
買
取
り
の
協
議
」
を
「
同
項
に
規
定
す

る
買
取
協
議
」
に
、「
当
該
土
地
」
を
「
当
該
特
定
駐
留
軍
用
地
等
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
六
号

電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律

第
二
十
五
号
）
第
四
条
第
三
項
及
び
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿

書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

十
年
大
蔵
省
令
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
明
り
ょ
う
な
」
を
「
明
瞭
な
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
ロ
及
び
同
条
第
二
項
中
「
日
付

け
」
を
「
日
付
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
棚
卸
表
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
並
び
に

計
算
、
整
理
又
は
決
算
に
関
し
て
作
成
さ
れ
た
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
次
項
」

を
「
次
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
第
一
号
ロ
中
「
定
め
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
電
磁

的
記
録
の
記
録
事
項
に
関
連
す
る
国
税
関
係
帳
簿
が
、
法
第
四
条
第
一
項
又
は
第
五
条
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
」
を
「
定
め
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ

中
「
以
下
こ
の
項
」
を
「
第
六
号
ニ
」
に
、「
Ｚ
六
〇
一
六

の
四
・
一
・
一
」
を
「
Ｚ
六
〇
一
六
の
五
・
一
・
一
」
に
改
め
、
同
号
ロ
を
削
り
、
同
号
ハ
中
「
電
子
署
名
が
行
わ
れ

て
い
る
当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
」
を
「
一
の
入
力
単
位
ご
と
の
」
に
、「
財
団
法
人
日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
（
昭
和

四
十
八
年
十
二
月
十
日
に
財
団
法
人
日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
と
い
う
名
称
で
設
立
さ
れ
た
法
人
を
い
う
。）」
を
「
一
般

財
団
法
人
日
本
デ
ー
タ
通
信
協
会
」
に
、「
以
下
こ
の
号
及
び
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
号

ハ

中
「
保
存
期
間
」
の
下
に「（
国
税
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
り
国
税
関
係
書
類
の
保
存
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
間
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ハ

中
「
課
税
期
間
」
の
下
に「（
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十

七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
二
条
第
九
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
課
税
期
間
を
い
う
。）」
を
加
え
、
同
号
ハ
を
同
号
ロ

と
し
、
同
号
ニ
中
「
解
像
度
、
階
調
及
び
当
該
国
税
関
係
書
類
の
大
き
さ
に
関
す
る
」
を
「
次
に
掲
げ
る
」
に
改
め
、

同
号
ニ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

解
像
度
及
び
階
調
に
関
す
る
情
報

当
該
国
税
関
係
書
類
の
大
き
さ
に
関
す
る
情
報

第
三
条
第
五
項
第
二
号
ニ
を
同
号
ハ
と
し
、
同
号
ホ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
日
付
け
」
を
「
日
付
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
ロ
中
「
明
り
ょ
う
で
」
を
「
明
瞭
で
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六

号
と
し
、
同
項
第
三
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
を
行
う
者
又
は
そ
の
者
を
直
接
監
督
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
。

四

当
該
国
税
関
係
書
類
の
作
成
又
は
受
領
か
ら
当
該
国
税
関
係
書
類
に
係
る
記
録
事
項
の
入
力
ま
で
の
各
事
務
に

つ
い
て
、
そ
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
規
程
を
定
め

る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
基
づ
き
当
該
各
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
。

イ

相
互
に
関
連
す
る
当
該
各
事
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
者
が
行
う
体
制

ロ

当
該
各
事
務
に
係
る
処
理
の
内
容
を
確
認
す
る
た
め
の
定
期
的
な
検
査
を
行
う
体
制
及
び
手
続

ハ

当
該
各
事
務
に
係
る
処
理
に
不
備
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
報
告
、
原
因
究
明
及
び
改

善
の
た
め
の
方
策
の
検
討
を
行
う
体
制

第
三
条
第
六
項
中
「
及
び
第
二
号
ハ
」
を
「
、
第
二
号
ハ
（

に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
第
四
号
」
に
改
め
、
同

項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
二
号
イ

中
「
赤
色
、
緑
色
及
び
青
色
の
階

調
が
そ
れ
ぞ
れ
」
と
あ
る
の
は
「
白
色
か
ら
黒
色
ま
で
の
階
調
が
」
と
、
同
項
第
六
号
中「
カ
ラ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」

と
あ
る
の
は
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
と
、「
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
」
と
あ
る
の
は
「
プ
リ
ン
タ
」
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
日
付
け
」
を
「
日
付
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
明
り
ょ
う
な
」
を
「
明
瞭
な
」
に

改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
日
付
け
」
を
「
日
付
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
五
項
第
五
号
」
を
「
並
び
に
同
条
第
五
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
電
子

署
名
を
行
い
、
か
つ
、
当
該
電
子
署
名
が
行
わ
れ
て
い
る
電
磁
的
記
録
の
記
録
事
項
に
」
を
削
り
、「
付
す
」の
下
に「
と

と
も
に
、
当
該
電
磁
的
記
録
の
保
存
を
行
う
者
又
は
そ
の
者
を
直
接
監
督
す
る
者
に
関
す
る
情
報
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
明
り
ょ
う
な
」
を
「
明
瞭
な
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
八
条
第
一
項
第
一
号
の
改
正
規
定
及

び
附
則
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）第
三
条
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以

後
に
提
出
す
る
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第

六
条
第
二
項
の
申
請
書
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申
請
書
」
と
い
う
。）に
係
る
国
税
関
係
書
類
（
同
法
第
二
条
第

二
号
に
規
定
す
る
国
税
関
係
書
類
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
提
出
し

た
申
請
書
に
係
る
国
税
関
係
書
類
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
規
則
第
八
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
以
後
に
行
う
電
子
取
引
の
取
引
情
報
（
電
子
計
算

機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
国
税
関
係
帳
簿
書
類
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
第
十
条
に
規
定
す
る
電
子
取

引
の
取
引
情
報
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
つ
い
て
適
用
し
、同
日
前
に
行
っ
た
電
子
取
引
の
取
引
情
報
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
四
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律

第
百
十
七
号
）
第
十
八
条
第
七
項
、
第
九
項
及
び
第
十
項
並
び
に
復
興
特
別
所
得
税
に
関
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年

政
令
第
十
六
号
）
第
十
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
復
興
特
別
所
得
税
に
関
す
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

復
興
特
別
所
得
税
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

復
興
特
別
所
得
税
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
財
務
省
令
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

所
得
税
法
施
行
規
則
第
二
編
第
三
章
第
二
節
第
三
款
の
規
定
（
同
令
第
六
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）は
、
法
第
十
八
条
第
七
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
復
興
特
別
所
得
税
の
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て
準

用
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
四
十
三
号
）」の
下
に
「
第
五
条
の
二
の
三
第
一
項
、」を
加
え
、「
及
び
第
二
十
五
条
の
十
の
十

三
第
十
三
項
」
を
「
、
第
二
十
五
条
の
十
の
十
三
第
十
三
項
及
び
第
二
十
五
条
の
十
三
の
八
第
十
九
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
中
「
又
は
租
税
特
別
措
置
法
」
を
「
、
租
税
特
別
措
置
法
」
に
、「
に
規
定
す
る
」
を
「
又
は
租
税
特
別
措
置

法
施
行
令
第
二
十
五
条
の
十
三
の
八
第
二
十
三
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
の
表
所
得
税
法
施
行
規
則
の
項
中
「
第
七
十
七
条
の
四
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
七
十
七
条
の
五
第

一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
表
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
項
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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